
目　
　

次

 

ペ
ー
ジ

告　
　
　

示

〇
地
籍
調
査
事
業
計
画
の
変
更 

（
地
域
復
興
支
援
課
）　
　

一

〇
建
築
士
の
懲
戒
処
分
（
三
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

一

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出 

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

二

公　
　
　

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
四
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

三

教
育
委
員
会

〇
教
育
委
員
会
定
例
会
の
開
催 

四

収
用
委
員
会

〇
大
谷
川
浜
大
谷
川
事
件
裁
決
手
続
開
始
決
定
の
更
正
決
定 

四

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
六
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
度
地
籍

調
査
事
業
計
画
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
う
者
の
名
称

　
　

白
石
市

二　

調
査
地
域

変
更
前

郡
山
字
穴
ノ
前
等
三
十
一
単
位
区
域
及
び
鷹
巣
字
荒
屋
敷
前
等
四
十
八
単
位
区
域

変
更
後

郡
山
字
穴
ノ
前
等
三
十
一
単
位
区
域
及
び
鷹
巣
字
荒
屋
敷
前
等
四
十
八
単
位
区
域
（
変
更
無

し
）

三　

調
査
期
間

変
更
前

地
籍
調
査
費
負
担
金
交
付
決
定
の
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

変
更
後

地
籍
調
査
費
負
担
金
交
付
決
定
の
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
七
号

　

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
の
で
、
同
条

第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

懲
戒
処
分
を
し
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
日

二 　

懲
戒
処
分
を
受
け
た
建
築
士
の
氏
名
、
そ
の
者
の
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
別
及
び
そ
の

者
の
登
録
番
号

　
　

伊
藤　
　

修　

二
級
建
築
士　

宮
城
県
知
事
登
録
第
八
一
四
五
号

三　

懲
戒
処
分
の
内
容

　
　

戒
告

四　

懲
戒
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

　

 　

建
築
士
法
第
二
十
二
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
二
級
建
築
士
定
期
講
習
を
同
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
受

講
期
間
で
あ
る
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
受
講
す
る
こ
と
な
く
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
九
年
二
月
十
六
日
ま
で
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
士
事
務
所
（
有
限
会
社
丸
藤
工
榮
二
級
建

築
士
事
務
所
（
宮
城
県
知
事
登
録
第
一
六
二
二
〇
一
九
六
号
））
に
属
し
た
。

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
八
号

　

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
の
で
、
同
条

第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

懲
戒
処
分
を
し
た
年
月
日

宮　　城　　県　　公　　報（1）　平成29年８月１日　火曜日 第2880号

発　　　　行
宮 城 県
（総務部私学文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話 022（211）2267
（毎週火，金曜日発行）



　
　

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
日

二 　

懲
戒
処
分
を
受
け
た
建
築
士
の
氏
名
、
そ
の
者
の
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
別
及
び
そ
の

者
の
登
録
番
号

　
　

日
塔　

信
也　

二
級
建
築
士　

宮
城
県
知
事
登
録
第
一
〇
三
〇
七
号

三　

懲
戒
処
分
の
内
容

　
　

戒
告

四　

懲
戒
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

　

 　

建
築
士
法
第
二
十
二
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
二
級
建
築
士
定
期
講
習
を
同
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
受

講
期
間
で
あ
る
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
受
講
す
る
こ
と
な
く
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
九
年
二
月
二
十
五
日
ま
で
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
士
事
務
所
（
Ｔ
Ｓ
Ｋ
二
級
建
築
士
事
務

所
（
宮
城
県
知
事
登
録
第
一
七
二
二
〇
一
六
八
号
））
に
属
し
た
。

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
七
十
九
号

　

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
の
で
、
同
条

第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

懲
戒
処
分
を
し
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
日

二 　

懲
戒
処
分
を
受
け
た
建
築
士
の
氏
名
、
そ
の
者
の
一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
別
及
び
そ
の

者
の
登
録
番
号

　
　

飯
野　

孝
治　

二
級
建
築
士　

宮
城
県
知
事
登
録
第
一
四
二
三
六
号

三　

懲
戒
処
分
の
内
容

　
　

戒
告

四　

懲
戒
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

　

 　

建
築
士
法
第
二
十
二
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
二
級
建
築
士
定
期
講
習
を
同
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
受

講
期
間
で
あ
る
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
受
講
す
る
こ
と
な
く
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
九
年
一
月
十
二
日
ま
で
同
法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
士
事
務
所
（
飯
野
建
築
設
計
事
務
所
（
宮

城
県
知
事
登
録
第
一
二
一
二
〇
一
四
八
号
））
に
属
し
た
。

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
八
十
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
仙
台
東
土
地
改
良
区

役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

加　
　

藤　
　

睦　
　

男　
　
　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

佐

藤
　

稔

仙
台
市
若
林
区
三
本
塚
字
中
谷
地
二
百
二

十
八
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

木

村

浩

市

仙
台
市
若
林
区
荒
井
字
宅
地
十
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

相

澤

宏

信

仙
台
市
若
林
区
今
泉
字
小
在
家
東
七
十
番

地
の
一

理

事

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

齋
　

久

義

仙
台
市
若
林
区
今
泉
字
久
保
田
東
三
十
二

番
地
の
三
十
四

理

事

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

庄

子

喜

朗

仙
台
市
若
林
区
長
喜
城
字
御
蔵
堀
十
六
番

地

理

事

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

佐

藤

善

一

仙
台
市
若
林
区
南
小
泉
字
梅
木
二
十
三
番

地
の
二
（
四
十
二
Ｂ

－

九
Ｌ
）
荒
井
西
第

二
市
営
住
宅
九
号

理

事

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

板

橋

利

広

仙
台
市
若
林
区
荒
井
字
浜
田
西
六
十
七
番

地

理

事

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

鈴

木

秀

一

仙
台
市
若
林
区
飯
田
字
屋
敷
四
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

遠

藤
　

忠

仙
台
市
宮
城
野
区
岡
田
字
寺
袋
浦
十
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

瀬

戸
　

剛

仙
台
市
宮
城
野
区
岡
田
字
浜
通
三
十
八
番

地
の
一

理

事

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

相

澤

英

昭

仙
台
市
若
林
区
二
木
字
水
神
二
十
六
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

阿

部

春

彦

仙
台
市
若
林
区
蒲
町
二
十
一
番
六
号

理

事

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

芳

賀
　

正

仙
台
市
宮
城
野
区
蒲
生
字
鍋
沼
四
十
四
番

地
の
二

理

事

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

伊

藤

憲

一

仙
台
市
若
林
区
荒
井
字
札
屋
敷
五
十
五
番

地

監

事

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

色

川

善

勝

仙
台
市
宮
城
野
区
福
田
町
四
丁
目
一
番
十

六
号

監

事

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日

丹

野

清

人

仙
台
市
若
林
区
沖
野
七
丁
目
三
十
九
番
六

十
五
号

監

事

宮　　城　　県　　公　　報第2880号　平成29年８月１日　火曜日 （2）



二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

佐

藤
　

稔

仙
台
市
若
林
区
三
本
塚
字
中
谷
地
二
百
二

十
八
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

木

村

浩

市

仙
台
市
若
林
区
荒
井
字
宅
地
十
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

相

澤

宏

信

仙
台
市
若
林
区
今
泉
字
小
在
家
東
七
十
番

地
の
一

理

事

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

齋
　

久

義

仙
台
市
若
林
区
今
泉
字
久
保
田
東
三
十
二

番
地
の
三
十
四

理

事

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

庄

子

喜

朗

仙
台
市
若
林
区
長
喜
城
字
御
蔵
堀
十
六
番

地

理

事

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

佐

藤

善

一

仙
台
市
若
林
区
南
小
泉
字
梅
木
二
十
三
番

地
の
二
（
四
十
二
Ｂ

－

九
Ｌ
）
荒
井
西
第

二
市
営
住
宅
九
号

理

事

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

鈴

木

秀

一

仙
台
市
若
林
区
飯
田
字
屋
敷
四
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

遠

藤
　

忠

仙
台
市
宮
城
野
区
岡
田
字
寺
袋
浦
十
番
地

理

事

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

瀬

戸
　

剛

仙
台
市
宮
城
野
区
岡
田
字
浜
通
三
十
八
番

地
の
一

理

事

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

芳

賀
　

正

仙
台
市
宮
城
野
区
蒲
生
字
鍋
沼
四
十
四
番

地
の
二

理

事

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

芳

賀

健

一

仙
台
市
若
林
区
大
和
町
一
丁
目
五
番
三
号

理

事

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

熊

坂

利

美

仙
台
市
若
林
区
荒
井
字
四
ツ
谷
東
十
四
番

地

理

事

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

渡

邊

権

哉

仙
台
市
若
林
区
上
飯
田
二
丁
目
二
十
四
番

五
十
九
号

理

事

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

伊

藤

憲

一

仙
台
市
若
林
区
荒
井
字
札
屋
敷
五
十
五
番

地

監

事

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

色

川

善

勝

仙
台
市
宮
城
野
区
福
田
町
四
丁
目
一
番
十

六
号

監

事

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

山

田

一

雄

仙
台
市
若
林
区
沖
野
二
丁
目
十
一
番
十
五

号

監

事

公　
　
　

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

岩
沼
市
下
野
郷
字
東
北
谷
地
一
番
一
、
一
番
五

　

福
島
県
南
相
馬
市
鹿
島
区
鹿
島
字
石
川
内
四
十
四
番
地

 

ア
ル
ス
土
地
建
物
株
式
会
社　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

東
松
島
市
大
曲
字
横
沼
四
番
一

　

東
松
島
市
大
曲
字
堺
堀
百
八
十
一
番
地

 

五
野
井
嘉
男　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

宮
城
郡
利
府
町
加
瀬
字
十
三
塚
一
番
一
、
六
番
、
七
番

十
八
、
二
十
二
番
、
二
十
三
番
三
、
二
十
四
番
七
、
三
十

四
番
二
、
三
十
六
番
四
、
四
十
番
三

　

仙
台
市
青
葉
区
花
京
院
二
丁
目
一
番
九
号

 

株
式
会
社
東
北
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
Ｔ

－

ｂ
ｉ
ｒ
ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

亘
理
郡
山
元
町
小
平
字
北
九
十
三
番
一
の
一
部

　

仙
台
市
若
林
区
卸
町
五
丁
目
一
番
地
の
四

 

株
式
会
社
五
十
嵐
商
会　
　
　
　

　

大
阪
府
大
阪
市
北
区
松
ケ
枝
町
七
番
二
十
二
号
高
橋
ビ

ル
東
六
号
館

 

京
浜
ハ
イ
フ
ロ
ー
販
売
株
式
会
社

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
四
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日

 

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

教 
育 
長　
　

髙　
　

橋　
　
　
　
　

仁　
　
　

一　

日　

時　

平
成
二
十
九
年
八
月
九
日　

午
後
一
時
三
十
分

二　

場　

所　

教
育
委
員
会
会
議
室

三　

事　

件

　

第
一
号
議
案　

職
員
の
人
事
に
つ
い
て

　

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
九
年
度
政
策
評
価
・
施
策
評
価
に
つ
い
て

　

第
三
号
議
案　

宮
城
県
教
育
振
興
基
本
計
画
に
係
る
点
検
及
び
評
価
に
つ
い
て

　

第
四
号
議
案　

第
二
期
県
立
特
別
支
援
学
校
教
育
環
境
整
備
計
画
に
つ
い
て

　

第
五
号
議
案　

宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

　

第
六
号
議
案　

東
北
歴
史
博
物
館
協
議
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

　

１ 　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
三
十
分
前
か
ら
十
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望

者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

　

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
○
二
二

－

二
一
一

－

三
六
一
一
）

収
用
委
員
会

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
29号

　
平
成
29年
３
月
６
日
付
け
で
当
委
員
会
が
行
っ
た
大
谷
川
地
区
海
岸
改
修
工
事
（
宮
城
県
石
巻
市
大
谷
川
浜
小
浜
山

地
内
か
ら
同
市
大
谷
川
浜
二
重
坂
地
内
ま
で
）
及
び
県
道
女
川
牡
鹿
線
改
築
工
事
（
宮
城
県
石
巻
市
大
谷
川
浜
小
浜
山

地
内
か
ら
同
市
大
谷
川
浜
二
重
坂
地
内
ま
で
）（
大
谷
川
浜
大
谷
川
事
件
）
に
係
る
裁
決
手
続
開
始
決
定
に
つ
い
て
，

平
成
29年
７
月
24日
付
け
で
別
紙
の
と
お
り
更
正
す
る
。

（
注
）
別
紙
は
，
宮
城
県
収
用
委
員
会
事
務
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
縦
覧
時
間
は
，
宮
城
県
の
執
務
時

間
を
定
め
る
規
則
（
平
成
元
年
宮
城
県
規
則
第
45号
）
に
規
定
す
る
県
の
執
務
時
間
と
す
る
。

　
　
平
成
29年
８
月
１
日

 
宮
 城
 県
 収
 用
 委
 員
 会
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